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佳
　
　
民

税
　
　
論

藤
　
　
谷

譲
　
　
二

、
ま
　
え
　
が

き

　
こ
こ
に
住
民
税
と
い
う
の
は
、
あ
ら
た
め
て
断
る
ま
で
も
な
く
市
町
村
民
税
と
道
府
県
民
税
と
を
一
括
し
た
称
呼
で
あ
る
。
そ
れ

は
税
法
上
の
用
語
で
は
な
い
が
、
昭
和
二
十
一
年
に
従
来
の
市
町
村
民
税
と
並
ん
で
道
府
県
民
税
が
新
設
さ
れ
て
以
来
、
広
く
一
般

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
し
の
住
民
税
の
現
行
地
方
税
制
申
に
占
め
る
地
位
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
市
町
村
民

税
は
、
固
定
資
産
税
と
並
ん
で
市
町
村
税
の
二
大
支
柱
を
形
成
し
て
お
り
、
ま
た
道
府
県
民
税
も
、
事
業
税
．
遊
興
飲
食
税
．
入
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

譲
与
税
と
と
も
に
道
府
県
税
申
の
主
要
税
種
と
な
つ
て
い
る
。
他
面
こ
れ
を
納
税
者
の
側
か
ら
み
て
も
、
今
日
あ
ら
ゆ
る
租
税
負
担

の
重
圧
の
申
に
あ
っ
て
、
こ
の
住
民
税
が
少
か
ら
ぬ
ウ
ェ
ィ
ト
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
ね
く
痛
感
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
納
税
義
務
者
は
、
お
よ
そ
住
民
と
名
づ
け
ら
れ
る
も
の
は
す
べ
て
こ
れ
に
入
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
た
め
、
所
得
税

の
納
税
義
務
の
な
い
者
で
も
、
い
や
し
く
も
所
得
の
あ
る
限
り
こ
の
税
の
対
象
と
な
る
。
従
っ
て
最
近
の
住
民
税
納
税
義
務
者
数
は

個
人
で
二
千
五
百
万
人
に
も
の
ぼ
り
、
所
得
税
納
税
義
務
者
数
約
一
千
万
人
の
二
倍
五
割
に
達
し
て
い
る
。

　
市
町
村
民
税
乃
至
道
府
民
税
の
前
身
は
、
周
知
の
よ
う
に
戸
数
割
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
遠
く
明
治
十
一
年
の
地
方
税
規
則
に
よ
っ

て
制
定
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
十
五
年
に
至
る
ま
で
六
十
余
年
の
長
き
に
亘
っ
て
行
わ
れ
、
負
担
の
過
重
．
不
公
平
並
び
に
地
域
的
不



均
衡
の
故
に
、
地
方
税
申
特
に
悪
税
と
し
て
定
評
の
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
十
五
年
の
税
制
改
革
に
際
し
、
こ
の
戸
数
割
を
廃

止
す
る
と
同
時
に
、
薪
た
に
市
町
村
の
独
立
税
と
し
て
市
町
村
民
税
を
設
定
し
た
。
こ
れ
が
現
行
住
民
税
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
が
、

当
時
こ
の
税
の
創
設
理
由
と
し
て
は
、
　
「
税
収
入
を
主
た
る
目
的
と
せ
ず
、
戸
数
割
の
長
所
た
る
地
方
住
民
の
負
担
分
任
の
精
神
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

税
制
申
に
存
置
す
る
た
め
に
設
け
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
市
町
村
民
税
施
行
後
の
実
績
に
徴
す
る
と
、
地
方
財
源

の
窮
乏
に
つ
れ
て
、
次
第
に
収
入
を
こ
れ
に
期
待
す
る
傾
向
を
生
じ
、
特
に
昭
和
二
十
一
年
に
市
町
村
民
税
と
同
様
の
機
構
を
持
つ

道
府
県
民
税
が
設
け
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
住
民
の
税
負
担
は
い
よ
い
よ
加
重
す
る
に
至
っ
た
。

　
た
ま
た
ま
シ
ヤ
ウ
ブ
勧
告
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
昭
和
二
十
五
年
の
改
革
に
よ
り
、
道
府
県
民
税
は
廃
止
さ
れ
て
市
町
村
民
税
一
本

と
な
つ
た
が
、
税
の
内
容
に
も
重
要
な
改
変
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
最
も
重
視
す
べ
き
は
、
従
来
の
住
民
税
に
比
し
全
体
と
し

て
二
・
五
倍
の
増
徴
が
行
わ
れ
た
の
と
同
時
に
、
そ
の
性
格
に
お
い
て
著
し
く
所
得
税
的
な
色
彩
を
強
め
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
国
税

の
領
域
に
わ
け
る
法
人
課
税
の
基
本
構
想
の
転
換
に
照
応
し
て
、
住
民
税
に
わ
け
る
法
人
の
扱
い
方
に
変
化
を
齎
ら
し
た
こ
と
も
併

せ
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
後
幾
度
か
部
分
的
改
正
が
加
え
ら
れ
た
が
、
咋
二
十
九
年
に
至
り
、
さ
き
に
一
旦
廃
止
さ
れ
た
道
府
県
民

税
を
復
活
し
た
。
復
活
の
理
由
と
し
て
は
、
「
道
府
県
に
対
し
住
民
が
普
遍
的
に
負
損
を
分
任
す
る
税
種
を
与
え
よ
う
と
す
る
点
に

　
　
２
）

あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
但
し
こ
の
道
府
県
民
税
の
復
活
に
伴
っ
て
国
民
の
租
税
負
担
が
加
重
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
市
町

村
民
税
収
入
の
一
部
（
三
割
程
度
）
を
割
い
て
道
府
県
民
税
に
譲
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
市
町
村
の
収
入
欠
陥
は
新

設
の
た
ば
こ
消
費
税
に
よ
っ
て
補
填
す
る
策
を
採
っ
た
。
し
か
し
地
方
財
源
が
甚
し
く
窮
乏
を
告
げ
て
い
る
現
状
の
も
と
に
お
い
て

は
、
こ
の
よ
う
な
彌
縫
策
に
止
ま
り
得
な
い
こ
と
は
見
易
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
現
に
咋
年
十
月
に
発
表
さ
れ
た
自
治
庁
の
「
地
方

税
法
等
改
正
要
綱
案
」
に
よ
れ
ば
、
道
府
県
民
税
に
お
い
て
百
二
十
四
億
円
、
市
町
村
民
税
に
お
い
て
二
十
一
億
円
の
増
徴
が
企
図
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三
八
（
八
一
〇
）

さ
れ
て
い
る
・
さ
ら
に
赤
字
虹
方
団
体
の
場
合
、
若
し
従
来
伝
え
ら
れ
て
い
る
財
政
再
建
整
傭
計
画
が
実
行
に
移
さ
れ
る
な
ら
ば
、

事
業
税
や
固
定
資
産
税
と
並
ん
で
、
住
民
税
に
つ
い
て
も
標
準
税
率
の
二
割
程
度
の
増
税
が
強
行
さ
れ
る
恐
れ
が
多
分
に
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
住
民
税
は
、
そ
の
創
設
の
当
初
か
ら
種
序
不
合
理
な
要
素
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
に
基
く
二
十

五
年
の
改
正
並
び
に
こ
れ
に
続
く
累
次
の
改
正
の
結
果
は
、
そ
の
不
合
現
性
を
払
拭
す
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
こ
れ
を
拡
大
し
た

感
が
深
い
。
今
後
右
に
述
べ
た
よ
う
な
増
徴
が
相
次
い
で
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
重
圧
は
住
民
に
と
っ
て
真
に
堪
え
難
い
も
の
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
の
機
会
に
、
私
は
こ
の
税
に
関
す
る
主
要
な
問
題
点
を
と
り
あ
げ
て
、
若
干
の
検
討
を
試
み
た
い
と
思

う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
間
題
の
解
明
に
資
す
る
た
め
に
、
一
応
現
行
住
－
民
税
の
骨
子
を
述
べ
て
お
く
。

　
ま
ず
市
町
村
民
税
に
っ
い
て
み
る
。
納
税
義
務
者
は
、
　
（
一
）
市
町
村
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
、
　
（
二
）
市
町
村
内
に
事
務
所

・
事
業
所
叉
は
家
屋
敷
を
有
す
る
個
人
で
当
該
市
町
村
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者
、
　
（
三
）
市
町
村
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有

す
る
法
人
、
　
（
四
）
市
町
村
内
に
事
務
所
叉
は
事
業
所
を
有
す
る
法
人
で
な
い
杜
団
叉
は
財
団
で
代
表
者
父
は
管
理
人
の
定
の
あ
る

者
、
の
四
者
と
な
つ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
仔
民
税
に
お
い
て
主
要
部
分
を
占
め
る
も
の
は
、
上
記
四
者
申
（
一
）
と
（
三
）

と
で
あ
っ
て
、
　
（
一
）
の
者
に
対
し
て
は
均
等
割
と
所
得
割
と
を
、
　
（
三
）
の
者
に
対
し
て
は
均
等
割
と
法
人
税
割
と
を
課
す
る
。

そ
し
て
（
二
）
と
（
四
）
の
者
に
対
し
て
は
均
割
の
み
を
課
す
る
。
な
お
個
人
の
場
合
、
前
年
中
に
所
得
を
有
し
な
か
っ
た
者
、
生

沽
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
者
、
不
具
者
・
未
成
年
者
・
六
十
五
歳
以
上
の
者
並
び
に
寡
婦
で
あ
っ
て
前
年

中
の
所
得
が
十
三
万
円
以
下
の
者
等
に
対
し
て
は
巾
町
村
民
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
同
尼
の
妻
に
対
し
て
は
、
原
則
と

し
て
均
等
割
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
に
よ
つ
て
明
か
な
よ
う
に
、
市
町
村
民
税
の
非
課
税
範
囲
は
極
め
て
狭
く
、
い
や

し
く
も
前
年
中
に
所
得
を
有
し
た
個
人
の
大
部
分
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
道
府
県
民
税
に
つ
い
て
も



全
く
同
様
で
あ
る
。

　
均
等
割
の
課
税
標
準
は
納
税
義
務
者
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
税
率
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
を
そ
の
人
口
の
大
小
に
従
っ
て
、
（
一
）

人
口
五
十
万
以
上
の
市
、
　
（
二
）
人
口
五
万
以
上
五
十
万
未
満
の
市
、
　
（
三
）
右
以
外
の
市
町
村
の
三
段
階
に
区
分
し
た
上
、
個
人

の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
百
円
・
四
百
円
・
二
百
円
の
標
準
税
率
に
よ
っ
て
（
制
限
税
率
は
そ
れ
ぞ
れ
八
百
円
．
五
百
五
十
円
．

三
百
円
）
、
ま
た
法
人
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
千
四
百
円
二
・
丁
八
百
円
・
千
二
百
円
の
標
準
税
率
に
よ
っ
て
（
制
限
税
率
は
そ
れ

ぞ
れ
四
千
円
・
三
千
円
・
二
千
円
）
、
定
額
を
課
す
る
。
こ
れ
は
一
見
し
て
判
る
よ
う
に
一
種
の
人
頭
税
で
あ
り
、
住
民
税
の
重
要

な
特
質
で
あ
る
。
所
得
税
割
の
課
税
標
準
と
し
て
は
、
　
（
ａ
）
所
得
税
額
、
　
（
ｂ
）
課
税
総
所
得
金
額
、
す
な
わ
す
総
所
得
金
額
か

ら
基
礎
控
除
・
扶
養
換
除
等
各
種
の
控
除
を
し
た
後
の
金
額
、
　
（
但
し
財
政
上
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
総
所
得
金
額
か
ら

妹
礎
控
除
の
み
を
し
た
金
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
）
（
Ｃ
）
課
税
総
所
得
金
額
か
ら
所
得
税
額
を
控
除
し
た
金
額
、
の
三
方
式
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
一
っ
の
方
式
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
所
得
割
の
税
率
に
っ
い
て
は
、
す
べ
て
標
準
税
率
の
定
は
な
く
、
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
）

々
の
市
町
村
に
お
い
て
条
例
に
よ
り
白
由
に
定
め
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
最
高
隈
肢
の
定
（
制
隈
税
率
）
は
あ
る
。
な
わ

右
の
三
方
式
の
う
ち
、
第
一
方
式
（
ａ
）
に
わ
い
て
は
均
等
率
、
第
二
（
ｂ
）
及
び
第
三
（
Ｃ
）
の
方
式
に
わ
い
て
は
累
進
税
率
に

よ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
と
も
あ
れ
所
得
割
に
わ
い
て
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
実
質
が
国
税
た
る
所
得
税
の
附
加
税
に
他
な

ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
法
人
税
剖
の
課
税
標
準
は
法
人
税
額
で
あ
り
、
標
準
税
率
は
百
分
の
七
．
五
、
制

限
税
率
は
百
分
の
九
で
あ
る
、
法
人
税
削
も
ま
た
国
税
た
る
法
人
税
の
附
加
税
と
み
る
こ
と
が
で
・
、
、
み
。

　
道
府
県
民
税
の
内
容
は
、
右
に
述
べ
た
心
町
村
民
税
の
そ
れ
と
殆
ん
ど
同
様
で
あ
る
。
唯
そ
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
一
一
肖
え
ば
、

市
町
村
民
税
の
場
合
に
「
市
町
村
内
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
当
然
「
道
府
県
内
」
と
な
り
、
ま
た
税
率
や
賦
課
徴
収
方
法
に
も
、
市
町
村
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論
（
藤
谷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
（
八
一
一
）



　
　
　
立
命
饒
経
済
学
＾
第
三
巻
・
第
七
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
（
八
一
二
）

民
税
の
場
合
と
は
若
干
異
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
道
府
県
民
税
の
均
等
割
は
、
居
住
地
人
口
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
個
人
百

円
、
法
人
六
百
円
を
標
準
税
率
と
し
、
制
隈
税
率
の
定
は
な
い
。
道
府
県
民
税
の
所
得
割
に
っ
い
て
は
、
ま
ず
遣
府
県
は
道
府
県
毎

の
所
得
税
総
額
の
百
分
の
五
を
標
準
と
し
て
そ
の
課
税
総
額
を
定
め
、
こ
れ
を
市
町
村
毎
の
所
得
税
合
計
額
に
按
分
し
て
市
町
村
に

配
賦
す
る
。
市
町
村
は
そ
れ
ぞ
れ
配
賦
さ
れ
た
所
得
割
の
総
額
を
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
市
町
村
民
税
の
所
得
割
の
課
説
総
額
で

除
し
て
税
率
を
決
定
す
る
。
各
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
べ
き
道
府
県
民
税
の
所
得
割
の
額
は
、
各
義
務
者
に
対
し
て
課
さ
る
べ

き
市
町
村
民
税
の
所
得
割
額
に
右
の
税
率
を
乗
じ
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
こ
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
る
所
得
割
に
は
一
定
の
制
隈

　
（
註
三
）

が
あ
る
。
な
お
個
人
の
道
府
県
民
税
（
均
等
割
と
所
得
割
）
の
賦
課
徴
収
は
、
道
府
県
内
似
市
町
村
が
、
そ
の
市
町
村
に
お
け
る
個

人
の
市
町
村
民
税
の
賦
課
徴
収
と
併
せ
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
最
後
に
道
府
県
民
税
の
法
人
税
割
は
、
百
分
の
五
を
標
準
税

率
、
百
分
の
六
を
制
限
税
率
と
す
る
。

　
以
上
は
現
行
住
民
税
の
内
容
の
一
斑
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
多
く
の
間
題
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
住
民
税
に

よ
っ
て
費
ら
さ
れ
る
個
人
の
負
担
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
わ
九
わ
れ
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
。

第
二
に
、
住
民
税
は
個
人
に
対
す
る
と
同
時
に
法
人
に
対
し
て
も
課
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
法
人
課
税
の
根
拠
並
び
に
負
担
関
係
如

何
も
究
明
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
他
課
税
団
体
た
る
道
府
県
や
市
町
村
の
側
か
ら
み
た
住
民
税
の
在
り
方
乃
至
徴
税
技
術

上
の
問
題
な
ど
多
く
の
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
以
下
も
っ
ぱ
ら
間
題
を
右
に
挙
げ
た
第
一
及
び
第
二
の
点
に
隈
っ
て
、

若
干
以
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

（
註
一
）
主
要
地
方
税
の
昭
和
二
十
九
年
度
収
入
見
込
額
は
、

　
　
　
Ａ
　
市
　
町
　
村
　
税

次
の
通
り
で
あ
る
。

Ｂ
　
道
府
　
県
　
税



固
定
資
産
税

市
町
村
民
税

た
ば
こ
消
費
税

電
気
ガ
ス
税

其
　
　
　
　
他

合
　
　
　
　
計

九
二
、

　
七
〇
、

　
一
九
、

　
一
七
、

　
　
八
、

二
〇
八
、

　
百
万
円

四
〇
四

九
〇
〇

四
五
五

五
七
〇

二
…

四
五
二

　
％
四
九
三
四

　
九
　
ヘ

　
　
ノ
　
四
一
〇
〇

事
　
業
　
税

遊
興
飲
食
税

遭
府
県
民
税

入
場
譲
与
税

た
ば
こ
消
費
税

其
　
　
　
　
他

合
　
　
　
　
計

　
　
　
　
　
百
万

七
八
、
一
五
九

　
ニ
ハ
、
九
四
一

　
一
六
、
八
九
六

　
一
五
、
五
五
〇

　
九
、
七
二
七

二
六
、
九
九
九

一
六
四
、
二
七
二

　
％
四
八

　
一
〇

　
一
〇
　
九
　
六

　
一
七

一
〇
〇

　
騰
考
一
、
地
方
白
治
年
鑑
、
第
二
集
（
六
八
－
六
九
頁
）
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
二
、
本
表
申
に
は
地
方
譲
与
税
を
含
む
。

（
註
二
）
市
町
村
民
税
の
所
得
割
に
お
い
て
、
課
税
標
準
と
し
て
第
一
方
式
に
よ
っ
た
場
合
の
所
得
割
額
は
、
個
々
に
つ
い
て
課
税
総
所
得
金
額
の
百

　
分
の
七
・
五
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
第
二
方
式
に
よ
っ
た
場
合
の
所
得
割
の
税
率
は
百
分
の
七
・
五
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に

　
第
三
方
式
に
よ
っ
た
場
合
の
税
率
は
百
分
の
十
五
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
註
三
）
道
府
県
民
税
の
所
得
割
に
お
い
て
、
第
一
方
式
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
市
町
村
民
税
の
所
得
割
額
を
課
税
標
準
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
額
は

　
個
々
に
つ
き
課
税
総
所
得
金
額
の
百
分
の
二
・
五
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
第
二
方
式
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
市
町
村
民
税
の
所
得
割
額
を
課
税

　
標
準
と
す
る
場
合
に
も
、
そ
の
額
は
課
税
総
所
得
金
額
の
百
分
の
二
・
五
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
第
三
方
式
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
巾

　
町
村
民
税
の
所
得
割
額
を
課
税
標
準
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
額
は
課
税
標
準
と
さ
れ
た
金
額
の
汽
分
の
五
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

１
）
　
内
務
大
臣
官
房
文
書
課
編
、
地
方
税
制
詳
解
（
昭
和
二
十
二
年
）
、
二
四
二
頁
参
照
。

２
）
　
地
方
財
務
協
会
編
、
改
正
地
方
税
制
詳
解
（
昭
和
二
十
九
牢
）
、
八
四
頁
。

二
、
個
人
住
民
税
の
負
担
関
係

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
行
庁
民
税
（
道
府
県
民
税
と
市
町
村
民
税
）

に
お
い
て
は
、
道
府
県
内
若
し
く
は
市
町
村
内
に
任
所

を
有
す
る
個
人
に
対
し
て
均
等
割
と
所
得
割
と
を
課
し
、
ま
た
当
該
道
府
県
内
若
し
く
は
市
町
村
内
に
住
所
を
有
し
な
く
て
も
、
そ
こ

住
民

税
論
（
藤
谷
）

四
一
（
八
二
二
）



’
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四
二
（
八
一
四
）

に
事
務
所
・
事
業
所
叉
は
家
屋
敷
を
有
す
る
個
人
に
対
し
て
は
均
等
割
を
課
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
こ
の
均
等
制
に
っ
い
て
考

え
て
み
よ
う
。

　
均
等
割
の
非
課
税
範
囲
が
極
め
て
狭
く
、
わ
よ
そ
所
得
を
得
る
者
の
大
部
分
に
対
し
て
課
税
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
に
述
べ
丈
通

り
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
世
帯
主
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
に
家
業
専
従
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

に
対
し
て
も
課
税
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
税
率
は
、
極
め
て
例
外
的
な
場
合
に
軽
減
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
所
得
の

大
小
に
拘
ら
ず
均
一
で
あ
る
こ
と
を
特
色
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
本
質
は
明
か
に
一
種
の
人
頭
税
に
他
な
ら
な
い
。
人
頭

税
の
不
合
理
性
に
っ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
人
頭
税
を
敢
え
て
課
税
す
る

根
拠
と
し
て
、
常
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
謂
わ
ゆ
る
「
負
担
分
任
の
精
神
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
団
体
の
構
成
員
が
広
≦
ゲ
、
の
貧
担
を
冴
ち

合
う
趣
旨
と
解
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
「
自
治
行
政
に
対
す
る
征
民
の
関
心
を
た
か
め
、
地
方
自
治
え
の
参
与
を
実
現
す

る
と
い
う
精
神
的
な
効
果
－
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
負
担
も
低
額
に
と
ど
め
、
財
政
収
入
を
挙
げ

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
、
と
い
う
の
が
一
貫
し
た
当
洲
筋
の
説
呪
で
あ
る
。
し
か
し
例
え
ば
昭
和
二
十
七
年
度
決
算
に

つ
い
て
み
る
』
、
同
年
度
に
お
け
る
個
人
均
等
割
の
総
額
（
収
入
済
額
）
は
八
十
一
億
円
に
の
ぽ
り
、
そ
れ
は
白
砿
車
税
二
十
一
億

円
）
・
鉱
産
税
（
十
八
億
円
）
・
荷
車
税
（
十
二
億
円
）
其
他
雑
税
の
比
で
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
市
町
村
税
中
の
有
カ
税
柄
た
る

電
気
ガ
ス
税
（
百
四
十
九
億
円
）
と
較
べ
て
も
、
そ
の
五
十
四
％
に
相
当
す
る
額
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
均
等
制
は
、
税
収

入
の
観
点
か
ら
も
兎
要
な
役
剖
を
演
じ
て
わ
り
、
地
方
財
源
窮
乏
の
折
柄
、
地
方
団
体
が
そ
の
収
入
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
決
し
て
紗

少
て
は
な
い
で
の
で
あ
る
。
ま
た
年
額
数
百
円
（
大
都
巾
七
百
円
、
中
都
市
五
百
円
、
小
都
市
及
ぴ
則
付
三
百
円
　
　
い
ず
れ
も
道

府
県
分
と
市
町
村
分
と
を
合
せ
て
）
と
い
う
個
人
均
等
割
の
負
担
は
、
一
見
極
め
て
鞍
微
で
あ
っ
て
、
人
頭
税
に
対
る
す
非
難
を
川



避
し
得
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
窮
追
に
喘
ぐ
多
く
の
低
額
所
得
者
に
と
っ
て
は
、
必
し
も
軽
い
負
担
と
断
ず
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
負
担
分
任
の
精
神
」
と
称
し
、
住
民
の
自
治
意
識
昂
揚
の
た
め
と
い
う
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
意
識

の
盛
り
あ
が
り
は
、
利
害
関
係
の
完
全
に
一
致
し
た
共
同
体
に
わ
い
て
の
み
期
待
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
多
く
の
矛
盾
と
対
立

を
含
む
現
代
の
地
方
団
体
に
つ
い
て
こ
れ
を
望
む
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
結
局
個
人
均
等
割
の
持
つ
人
頭
税
約
な
欠
陥
は
蔽
う
べ

く
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
　
「
負
担
分
任
の
精
神
」
と
い
う
常
套
語
は
、
強
い
て
こ
れ
を
隠
す
た
め
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
過
ぎ
な
い
と
言
う

べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
所
得
割
に
つ
い
て
み
る
に
、
そ
れ
が
実
質
的
に
は
所
得
税
の
附
加
税
に
他
な
ら
な
い
こ
と
前
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
り
、
従

っ
て
所
得
税
に
存
す
る
欠
点
乃
至
不
合
理
性
が
そ
の
ま
ま
住
民
税
の
所
得
割
に
反
映
し
再
現
す
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
石
な
い
。

と
こ
ろ
で
現
行
所
得
税
の
欠
点
と
し
て
は
、
少
く
と
も
次
の
諸
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
に
基
礎
控
除
が
低
過
ぎ
る
。
周
知
の
よ
う
に
所
得
税
に
お
け
る
基
礎
控
除
は
、
本
来
最
低
生
活
費
の
免
税
を
意
味
す
る
も
の

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
近
年
累
次
の
改
正
に
よ
っ
て
次
第
に
引
上
げ
ら
れ
て
き
た
と
は
言
え
、

現
行
七
万
円
の
某
礎
控
除
は
、
未
だ
本
来
の
趣
旨
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
甚
し
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
行
の
所
得
税
は
、
呪
か

に
最
低
生
活
費
部
分
に
喰
い
込
ん
で
課
税
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
扶
養
控
除
も
低
き
に
失
す
る
。
こ
れ
ま
た
基
礎
控
除
と
同
様
、
遂
次
引
上
が
行
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
担
税
力
に
影
響
の
あ

る
扶
養
親
族
に
関
す
る
課
税
上
の
考
慮
は
決
し
て
充
分
と
は
言
え
な
い
。

　
第
三
に
謂
わ
ゆ
る
勤
労
控
除
も
不
充
分
で
あ
る
。
現
行
十
五
％
の
控
除
（
最
高
四
万
五
千
円
）
は
、
他
種
所
得
と
の
権
衡
上
実
情

に
即
せ
ず
、
負
担
不
公
平
の
重
要
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
住
民
税
諭
（
藤
谷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
（
八
一
五
）
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四
四
（
八
一
六
）

　
第
四
に
税
率
の
不
合
理
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
よ
る
改
正
の
結
果
は
、
所
得
税
の
最
高
税
率
を
極
度
に
引

下
げ
る
と
同
時
に
、
累
進
の
刻
み
目
を
低
額
所
得
層
に
集
申
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
に
高
額
所
得
者
の
優
遇
、
他
方
に
基
礎
控

除
等
の
低
過
ぎ
る
こ
と
と
相
侯
っ
て
、
低
額
所
得
者
の
重
課
と
い
う
不
合
理
な
線
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
喉
僅
か
に
富
裕
税

と
称
す
る
申
訳
け
だ
け
の
有
産
者
課
税
を
併
せ
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
の
不
合
理
性
を
隠
蔽
し
よ
う
と
図
っ
た
。
し
か
し
こ
の
寓

裕
税
す
ら
昭
和
二
十
八
年
に
は
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
税
率
の
調
整
も
不
徹
底
な
も
の
に
終
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
五
に
綜
合
課
税
主
義
の
破
綻
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
所
得
税
の
長
所
と
昆
な
さ
れ
る
と
こ

ろ
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
所
得
を
綜
合
し
て
課
税
す
る
こ
と
に
よ
り
、
給
付
能
カ
を
完
全
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。
し
か

る
に
現
行
税
法
の
下
で
は
、
こ
の
綜
合
課
税
の
建
前
が
随
所
に
崩
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
退
職
所
得
・
山
林
所
得
並
ぴ
に
利
子
所

得
に
っ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
他
の
所
得
と
は
綜
合
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
分
離
し
て
課
税
さ
れ
る
。
特
に
利
子
所
得
に
対
し
て
は
累
進
税

率
で
は
な
く
、
十
％
の
比
例
税
率
が
適
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
な
か
で
も
長
期
性
預
貯
金
の
利
子
に
対
し
て
は
五
％
の
特
別
税
率
と

い
う
優
遇
ぶ
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
利
子
所
得
に
対
す
る
軽
課
は
、
租
税
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
る
暫
定
的
な
も
の
と
さ
れ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
恒
久
化
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
定
的
で
あ
り
、
最
近
で
は
利
子
課
税
の
全
免
に
ま
で
発
展
し
か
ね
な
い
情

勢
に
あ
る
。
す
べ
て
そ
れ
は
貯
蓄
奨
励
の
た
め
と
い
う
理
由
で
片
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
他
の
所
得
と
の
間
に
甚
し
い
負
担
の
不
権

衡
を
齋
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
特
に
指
衡
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
さ
ら
に
譲
渡
所
得
申
、
有
価
証
券
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
は
非
課
税
と
さ
れ
、
催
か
に
別
途
有
価
証
券
取
引
税
に
よ
る
軽
微
な
比
例
課
税
が
庁
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
所
得
税
に
お
け
る
綜
合
課
税
主
義
は
、
今
日
至
る
所
に
破
綻
を
来
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
大
き
な
不
公
平
の
因
子
を
包

蔵
し
て
い
る
。



　
第
六
に
農
業
所
得
に
対
す
る
所
得
税
に
つ
い
て
間
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
超
過
供
出
奨
励
金
・
早
期
供
出
奨
励
金
等
各
種
の
奨
励
金

に
対
す
る
免
税
措
置
で
あ
っ
て
、
米
の
供
出
制
度
に
絡
む
重
要
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
奨
励
金
は
す
で
に
そ
の
実
質
を
失
っ

て
お
り
、
徒
ら
に
富
農
を
利
す
る
の
み
で
、
負
担
の
公
平
を
害
し
て
い
る
。

　
以
上
列
挙
し
た
と
こ
ろ
は
、
現
行
所
得
税
の
持
っ
欠
陥
の
う
ち
目
星
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
で
あ
っ
て
、
決
し
て
す
べ
て
を

尽
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
わ
が
国
現
行
の
所
得
税
が
、
い
か
に
多
く
の
不
合
理
、
不
公
平
を
含
ん
で
い
る
か
を

察
知
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
高
額
所
得
者
に
有
利
で
低
額
所
得
者
に
不
利
な
要
素
、
有
産
者
に
寛
大
に
し
て
多
数
の
勤
労
者

・
中
小
営
業
者
・
貧
農
に
苛
酷
な
措
置
が
縦
横
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
由
来
所
得
税
と
い
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
租
税
申
最
も
多
く
の

長
所
を
具
備
し
た
理
想
的
な
税
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
わ
が
所
得
税
の
現
実
の
姿
は
、
理
想
的
ど
こ
ろ
か
余
り
に
も
多
く
の

欠
陥
に
充
ち
て
お
り
、
そ
の
納
税
者
数
が
現
在
で
も
一
千
万
人
を
超
え
る
事
実
に
徴
し
て
も
、
文
字
通
り
大
衆
課
税
に
他
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

　
住
民
税
に
お
け
る
所
得
割
の
本
質
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
大
衆
課
税
た
る
所
得
税
の
附
加
税
で
あ
り
縮
刷
版
た
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
所
得
税
の
持
っ
欠
陥
は
そ
の
ま
ま
所
得
割
の
上
に
反
映
・
再
現
さ
れ
、
そ
の
不
合
理
性
を
加
重
す
る
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
れ
ら

の
点
を
繰
返
し
て
述
べ
る
必
要
を
認
め
な
い
が
、
し
か
し
次
の
諸
点
は
、
所
得
割
に
関
す
る
特
別
の
問
題
点
と
し
て
洗
目
に
値
す
る
。

　
第
一
、
所
得
税
に
お
け
る
綜
合
課
税
主
義
の
破
綻
に
よ
っ
て
生
ず
る
所
得
割
の
不
合
理
が
間
題
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
現
行
所
得
税
に
わ
い
て
は
、
退
職
所
得
・
山
林
所
得
並
び
に
利
子
所
得
は
他
種
所
得
と
合
算
さ
れ
る
こ
と
な
ノ
＼
そ
れ
ぞ
れ
分
離

課
税
に
よ
っ
て
軽
課
の
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
利
子
所
得
に
つ
い
て
は
、
尖
進
税
率
で
は
な
く
鰹
微
な
比
例
税
率
が
適

用
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
有
価
証
券
の
譲
渡
所
得
は
所
得
税
の
課
税
範
閉
か
ら
全
然
除
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
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ろ
で
所
得
割
の
課
税
標
準
の
第
一
方
式
た
る
所
得
税
額
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
地
方
税
法
で
は
「
所
得
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て

納
付
す
べ
き
所
得
税
額
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
租
税
特
別
措
置
法
第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
所
得
税
額
」

す
な
わ
ち
利
子
所
得
に
対
す
る
所
得
税
額
を
含
ま
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
地
方
税
法
第
二
九
二
条
第
二
項
五
参
照
）
。
従
っ
て
利
子

所
得
に
対
し
て
は
住
民
税
は
全
然
課
税
さ
れ
な
い
結
果
と
な
る
。
有
価
証
券
の
譲
渡
所
得
が
件
民
税
の
課
税
対
象
と
な
ら
な
い
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
配
当
所
得
に
つ
い
て
は
、
第
一
方
式
の
所
得
税
額
が
算
出
所
得
税
額
か
ら
配
当
所
得
の
二
五
％
を
控
除

し
た
も
の
で
あ
る
た
め
・
こ
れ
ま
た
所
得
割
に
お
い
て
課
税
洩
れ
と
な
る
。
次
に
第
二
方
式
た
る
課
税
総
所
得
金
額
、
す
な
わ
ち
総

所
得
金
額
か
ら
基
礎
控
除
・
扶
養
控
除
等
各
種
の
所
得
控
除
を
し
た
後
の
金
額
に
つ
い
て
み
る
に
、
こ
こ
に
謂
う
と
こ
ろ
の
総
所
得

金
額
に
は
、
退
職
所
得
は
含
ま
れ
る
け
れ
ど
も
、
山
林
所
得
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
も
有
価
証
券
の
譲
渡
所
得
が
課

税
の
範
囲
外
に
置
か
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
利
子
所
得
も
租
税
特
別
排
置
法
の
関
係
か
ら
課
税
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
方
式

は
課
税
総
所
得
金
額
か
ら
所
得
税
額
を
控
除
し
た
金
額
で
あ
る
か
ら
、
上
記
課
税
洩
れ
の
各
種
所
得
を
含
ま
な
い
こ
と
、
特
に
指
摘

す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
所
得
税
に
わ
け
る
綜
合
課
税
主
義
の
破
綻
に
よ
っ
て
齋
ら
さ
れ
る
不
合
理
性

は
・
住
民
税
に
お
い
て
一
層
拡
大
さ
れ
た
形
で
現
わ
れ
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
明
か
に
有
産
者
と
り
わ
け
動
産
所
有

者
が
優
遇
さ
れ
、
勤
労
者
が
不
利
な
地
位
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
は
、
住
民
税
を
所
得
税
的
な
も
の
に
改
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
そ
の
合
理
化
を
図
っ
た
主
言
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
現
行
住
民
税
の
内
容
は
、
右
に
述
べ
た
点
を
者
え
た
だ
け
で
も
、

謂
わ
ゆ
る
応
能
課
税
の
要
請
か
１
ら
遠
く
か
け
離
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
箔
二
・
勤
労
所
得
者
と
他
種
所
得
者
と
の
負
担
の
不
均
衡
が
住
民
税
に
お
い
て
特
に
強
く
反
映
す
る
。
こ
れ
は
一
方
で
は
所
得
税

に
お
け
る
所
得
把
握
率
の
難
易
に
由
来
し
、
他
方
で
は
減
免
措
置
の
厚
薄
に
起
因
す
る
。
現
行
所
得
税
火
お
け
る
十
五
％
（
最
高
四



万
五
千
円
）
の
勤
労
控
除
が
不
充
分
で
あ
る
こ
と
は
、
前
に
も
述
べ
通
り
で
あ
っ
て
、
こ
の
控
除
率
並
ぴ
に
最
高
隈
度
の
引
上
げ
は

勤
労
所
得
者
の
切
実
な
要
求
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
引
上
げ
要
求
の
主
要
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
所
得
把
握
率
の
相

違
で
あ
る
。
実
際
勤
労
所
得
者
が
源
泉
徴
収
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
百
パ
ー
セ
ン
ト
課
税
さ
れ
る
に
対
し
、
営
業
者
其
他
の
事
業
所

得
者
は
申
告
納
税
で
あ
る
た
め
に
、
完
全
な
串
告
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
シ
ャ
ウ
プ
勧

告
は
、
勤
労
控
除
の
引
上
げ
よ
り
も
、
所
得
把
握
率
の
向
上
を
目
指
し
て
税
務
行
政
の
改
善
を
図
る
べ
き
旨
を
説
い
て
い
る
け
れ
ど

　
めも
、
容
易
に
行
わ
れ
得
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
結
局
こ
れ
が
勤
労
所
得
者
と
他
種
所
得
者
と
の
間
の
負
担
不
均
衡
の
因
を
な
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
他
面
所
得
税
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
減
免
措
置
に
均
藩
す
る
と
否
と
に
よ
る
相
違
も
見
遁
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

ゆ
著
例
と
し
て
、
前
に
も
指
摘
し
た
超
過
供
出
奨
励
金
等
各
種
の
奨
励
金
に
対
す
る
所
得
税
の
免
税
措
置
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
「
超
過
供
出
は
所
得
税
の
課
税
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
、
八
反
歩
以
上
の
農
家
に
よ
っ
て
主
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ

の
非
課
税
措
置
の
減
収
に
及
ぽ
す
影
響
は
か
な
り
大
き
い
。
昭
和
二
十
八
年
度
に
お
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ぱ
、
二
町
五
反

歩
以
上
の
農
家
に
お
い
て
は
、
平
均
二
万
二
千
円
程
度
に
な
る
べ
き
所
得
税
が
七
千
円
程
度
に
な
っ
て
お
り
、
三
分
の
一
に
軽
減
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
事
情
は
相
侯
っ
て
、
所
得
税
に
お
け
る
勤
労
所
得
者
と
他
種
所
得
者
と
の

間
の
負
担
不
均
衡
を
齎
ら
し
、
そ
れ
が
強
く
住
民
税
の
負
担
関
係
に
反
映
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
特
に
農
村
方
面
に
お
い

て
注
目
を
惹
き
易
い
。
農
家
の
大
部
分
が
所
得
割
を
課
さ
れ
ず
、
均
等
割
の
み
を
納
め
れ
ぱ
［
疋
る
に
反
し
、
給
料
生
活
者
の
大
多
数

が
、
均
等
割
の
外
に
重
い
所
得
割
の
負
担
に
苦
し
む
と
い
う
、
不
合
理
な
事
態
が
起
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
、
所
得
割
の
課
税
標
準
と
し
て
、
各
市
町
村
が
採
用
す
る
方
式
の
相
違
に
よ
る
地
域
的
な
負
担
の
不
均
衡
も
看
過
し
得
な
い

間
題
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
所
得
割
の
課
税
標
準
と
し
て
は
、
（
ａ
）
所
得
税
額
、
（
ｂ
）
課
税
総
所
得
金
額
、
　
（
ｃ
）
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課
税
総
所
得
金
額
か
ら
所
得
税
額
を
控
除
し
た
金
額
、
の
三
方
式
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
を
採
用
す
る
か
は
、
市
町
村
の
自
由
な
選

択
に
任
さ
れ
て
い
る
◎
最
近
の
状
況
を
み
る
と
、
大
都
市
の
全
部
並
び
に
申
都
市
の
多
く
は
第
一
方
式
を
、
小
都
市
並
び
に
町
村
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
一
）

大
部
分
は
第
二
方
式
を
採
っ
て
お
り
、
第
三
方
式
に
よ
る
も
の
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
し
か
も
第
二
方
式
を
採
る
場
合
、
税
法
に
定

め
る
但
書
に
も
と
ず
き
・
総
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控
除
の
み
を
し
た
金
額
を
採
用
す
る
も
の
が
甚
だ
多
く
、
町
村
の
大
多
数
は
こ
れ

に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
最
近
第
二
方
式
、
特
に
そ
の
但
書
に
よ
る
方
式
を
採
る
も
の
が
多
数

を
占
め
る
に
至
っ
た
の
は
・
累
次
の
所
得
税
改
正
に
も
と
ず
く
所
得
税
納
税
義
務
者
の
減
少
、
従
っ
て
ま
た
市
町
村
民
税
に
お
け
る

所
得
割
の
収
入
減
に
対
処
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
町
村
に
そ
れ
が
多
い
の
も
、
全
く
農
村
方
面
に
お
け
る
所
得
税
納
税
義
務
者
の
著

減
を
裏
書
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
所
得
割
の
課
税
標
準
が
団
体
に
よ
っ
て
区
々
た
る
こ
と
は
、
負
担
の
地

域
的
不
均
衡
を
招
来
し
、
そ
こ
に
割
り
切
れ
な
い
も
の
を
残
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

釜
一
一
均
等
割
の
税
率
に
つ
い
て
は
・
納
税
義
務
者
が
、
ｍ
均
等
割
を
納
付
す
る
義
蒙
あ
る
扶
養
親
族
童
一
人
以
上
有
す
る
者
及
び
裏
簑
親

　
族
・
ｃ
わ
家
業
専
従
者
・
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
隈
っ
て
、
そ
の
者
に
対
し
て
課
す
る
均
等
割
の
額
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
註
二
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
地
方
白
治
年
鑑
（
第
二
集
）
、
統
計
編
、
六
四
頁
参
照
。

１
）
　
岡
田
純
夫
「
新
市
町
村
民
税
に
つ
い
て
」
　
（
フ
ァ
ィ
ナ
ン
ス
・
ダ
ィ
ジ
エ
ス
ト
、
臨
時
増
刊
、
新
税
詳
解
、
昭
和
二
十
五
年
）
、
一
八
九
頁
ｃ

２
）
　
前
掲
、
地
方
白
治
年
鑑
、
統
計
編
、
五
八
頁
参
照
。

３
）
　
シ
ャ
ー
ウ
プ
使
節
団
、
日
本
税
制
報
告
書
、
第
一
編
、
第
四
章
、
Ｄ
節
、
参
照
。

４
）
　
　
「
税
制
改
正
に
何
を
望
む
か
」
一
（
財
政
、
第
二
〇
巻
第
一
号
、
二
三
二
頁
。

　
　
　
　
三
、
征
民
税
と
法
人

法
人
に
対
し
て
課
さ
れ
る
げ
民
税
に
っ
い
て
は
、
ま
ず
も
っ
て
こ
の
よ
う
な
課
税
の
根
拠
を
究
閉
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
Ｃ
と
い



う
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
わ
が
国
に
お
け
る
法
人
課
税
の
基
本
構
想
は
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
を
契
機
と
し
て
根
本
的
な
改
変
が
加
え
ら
れ

た
が
、
こ
の
よ
う
な
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
の
考
え
方
と
照
し
合
せ
て
、
現
行
住
民
税
に
わ
け
る
法
人
課
税
の
理
論
的
根
拠
に
は
多
く
の
矛

眉
と
混
乱
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
一
般
に
法
人
課
税
（
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
法
人
と
い
う
場
合
、
営
利
法
人
、
と
り
わ
け
株
式
会
杜
が
問
題
の
申
心
と
な
る
）
の

基
本
的
な
構
想
と
し
て
は
、
今
日
ま
で
二
様
の
対
立
し
た
見
解
が
あ
り
、
各
国
の
立
法
例
も
そ
の
い
ず
れ
に
従
う
か
に
よ
っ
て
二
っ

の
系
統
に
分
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
一
つ
は
、
法
人
と
株
主
と
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
存
在
と
見
な
し
、
法
人
を
独
立
の
租
税
主

体
と
し
て
取
扱
う
立
場
で
あ
り
、
法
人
に
法
人
税
を
課
す
る
傍
ら
、
配
当
金
を
受
取
っ
た
株
主
に
対
し
て
も
別
個
に
個
人
所
得
税
を

課
し
、
そ
の
間
二
重
課
税
の
問
題
は
起
り
得
な
い
と
い
う
建
前
を
と
る
。
法
人
独
立
主
体
説
若
し
く
は
法
人
実
在
説
と
呼
ば
れ
る
も

の
こ
れ
で
あ
っ
て
、
従
来
ド
ィ
ツ
の
税
法
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
に
従
っ
て
改
正

さ
れ
る
以
前
の
わ
が
国
の
法
人
課
税
方
式
も
、
こ
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
い
ま
一
つ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

法
人
は
自
然
人
た
る
株
主
の
営
利
の
た
め
に
す
る
手
段
で
あ
り
、
一
つ
の
擬
制
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
た
と
え
法
人
に
課
税
す
る
と

し
て
も
、
そ
れ
は
実
は
株
主
に
対
す
る
課
税
に
他
な
ら
ず
、
株
主
が
法
人
に
対
し
て
有
す
る
持
分
の
源
泉
徴
収
で
あ
る
と
考
え
る
・
若

し
法
人
に
課
税
し
た
上
に
、
さ
ら
に
配
当
金
に
っ
い
て
も
株
主
の
手
許
で
所
得
税
を
課
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
二
前
課
税
と
し
て
排

除
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
見
地
は
法
人
擬
制
説
と
名
づ
け
ら
れ
、
そ
の
適
例
と
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
税
制
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

挙
げ
ら
れ
る
。
シ
ャ
ウ
ブ
勧
告
に
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
、
ま
さ
に
こ
の
擬
制
説
で
あ
り
、
わ
が
国
の
法
人
課
説
方
式
は
こ
れ
に
従
っ

て
昭
和
二
十
五
年
に
根
本
的
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
従
前
の
法
人
税
に
お
け
る
超
過
所
得
並
び
に
沽
算
所
得
に
対
す

る
課
税
は
廃
止
さ
れ
て
、
普
通
所
得
に
対
す
る
三
十
五
％
の
比
例
課
税
一
本
と
な
り
、
別
に
所
得
の
社
内
留
保
分
に
対
す
る
二
％
の

　
　
　
住
　
民
　
税
　
論
（
藤
谷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
（
八
二
一
）



　
　
　
、
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
七
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
（
八
二
二
）

利
子
附
加
税
が
新
設
さ
れ
た
・
他
方
こ
れ
に
関
連
し
て
所
得
税
に
お
い
て
は
、
．
従
来
行
わ
れ
て
き
た
配
当
所
得
に
対
す
る
二
十
％
の

源
泉
課
税
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
配
当
金
の
二
十
五
％
を
所
得
税
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
重
課
税
を
排
除
す
る
措
置

が
講
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
右
に
述
べ
た
よ
う
な
国
税
の
分
野
に
お
け
る
法
人
課
税
制
度
の
改
変
は
、
当
然
地
方
税
の
領
域
に
も
推
し
及
ぽ
さ
れ
ざ
る
を
得
な

　
い
・
す
な
わ
ち
当
時
・
改
正
前
の
市
町
村
民
税
並
び
に
道
府
県
民
税
に
あ
っ
て
は
、
法
人
は
個
人
と
並
ん
で
独
立
の
納
税
義
務
者
と

　
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
・
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
お
い
て
は
、
　
「
法
人
は
住
民
税
を
課
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
株
主
は
住
民
税
の
う
ち

　
の
所
得
的
要
素
に
よ
っ
て
・
配
生
を
受
取
る
と
き
、
ま
た
は
株
式
を
売
却
し
て
譲
渡
所
得
を
実
現
す
る
と
き
に
課
税
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
ｕ
と
言
い
・
法
人
に
住
民
税
を
課
税
し
な
い
よ
う
勧
告
し
て
い
る
。
法
人
擬
制
説
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
の
帰
結
と
一
一
一
口
わ
ね

ば
な
ら
な
い
・
と
こ
ろ
が
政
府
案
に
よ
る
実
際
の
改
正
の
結
果
は
、
法
人
に
対
し
市
町
村
民
税
申
ゆ
所
得
割
（
す
な
わ
ち
法
人
税
割
）

　
は
課
税
し
な
い
も
の
と
し
た
け
れ
ど
も
、
均
等
割
の
み
に
つ
い
て
は
納
税
義
務
を
負
う
も
の
と
し
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
六
年
に
行
わ

れ
た
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
際
し
て
は
、
右
の
均
等
割
の
外
に
、
法
人
税
額
を
課
税
標
準
と
し
、
十
五
％
の
標
準
税
率
（
制
限
税

率
は
十
六
％
）
を
も
っ
て
す
る
法
人
税
割
（
す
な
わ
ち
法
人
に
対
す
る
所
得
割
）
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
市
町

．
村
民
税
に
お
い
て
、
均
等
割
を
課
す
る
の
み
な
ら
ず
、
新
た
に
法
人
税
割
を
設
け
た
こ
と
に
っ
い
て
は
、
法
人
に
課
さ
れ
る
税
負
担

　
の
増
加
と
な
る
点
で
注
視
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
一
層
根
本
的
に
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
従
っ
て
採
ら
れ
て
き
た
法
人
課
税
の
基

本
構
想
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
間
を
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
右
の
点
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
当
時
の
政
府
当
局
に
よ
っ
て
一
応
の
説
明
が
当
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
法
人
に
対

　
す
る
均
等
割
は
も
と
よ
り
、
法
人
税
割
も
ま
た
シ
ャ
ウ
ブ
勧
告
に
示
さ
れ
た
法
人
課
税
の
基
本
構
想
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い



と
い
う
の
が
、
政
府
当
局
の
見
解
乃
至
態
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
そ
こ
に
は
尚
疑
間
の
余
地
が
存
し
、
法
人
擬

制
説
の
立
場
か
ら
は
説
明
し
き
れ
な
い
要
素
を
含
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
こ
の
点
を
少
し
く
吟
味
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
法
人
に
対
し
て
個
人
に
対
す
る
と
同
様
均
等
割
を
課
す
る
こ
と
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
前
に
述

べ
た
よ
う
に
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
は
法
人
に
対
し
て
は
全
然
住
民
税
を
課
税
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
二
十
五
年
七

月
の
改
正
の
結
果
は
、
均
等
割
の
み
は
法
人
に
対
し
て
も
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
果
し
て
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
も
と
ず

く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
当
局
が
与
え
た
説
明
ば
次
の
じ
と
く
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
　
「
法
人
に
附

加
価
値
税
を
課
税
し
よ
う
と
す
る
の
と
思
想
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
法
人
が
市
町
村
か
ら
土
木
．
衛
生
．
治
安
．
消
防
そ
の

他
に
つ
い
て
絶
え
ず
種
々
の
利
益
を
受
け
て
い
る
以
上
、
代
償
と
し
て
経
費
の
う
ち
幾
許
か
を
負
担
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

　
　
　
　
）

か
ら
で
あ
伽
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
か
に
応
益
主
義
に
も
と
ず
く
課
税
の
理
由
づ
け
で
あ
り
、
そ
こ
に
種
疋
の
問
題
を
含

ん
で
い
る
が
、
さ
し
当
り
こ
の
場
合
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
れ
が
所
得
課
税
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
っ
い
て
は
、
あ
た
か
も
附
加
価
値
税
の
場
合
と
同
様
、
法
人
均
等
割
は
所
得
叉
は
収
益
の
有
無
に
拘
ら
ず
課
税
さ
れ
る
か

ら
、
所
得
課
税
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
が
一
応
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
が
否
定
し
て
い
る
の
は
法
人
に
対

す
る
所
得
課
税
で
あ
る
か
ら
、
法
人
に
均
等
割
を
課
す
る
こ
と
は
、
シ
ャ
ウ
ブ
勧
告
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
言
え
る

か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
荻
田
保
氏
の
説
明
に
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
　
「
法
人
も
ま
た
市
町
村
の
構
成
員
な
り
と
の
考

　
　
　
　
３
）

え
方
の
下
に
」
均
等
割
を
設
け
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
法
人
を
個
人
と
並
ん
で
独
自
の
存
在
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
擬
制
説
の
立
場
を
貫
こ
う
と
す
る
隈
り
、
法
人
均
等
割
の
設
定
理
由
に
っ
い
て
は
必
ず
し
も
明

快
な
説
閉
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
住
　
民
　
税
　
論
（
藤
谷
）
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
（
八
二
三
）



　
　
　
立
愉
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
七
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
五
二
（
八
二
四
）

　
次
に
一
層
重
要
な
法
人
税
割
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
法
人
税
割
の
創
設
理
由
と
し
て
、
当
時
の
政
府
当
局
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
「
現
行
市
町
村
民
税
の
下
に
あ
っ
て
は
、
法
人
は
最
高
四
千
円
の
均
等
割
だ
け
を
納
め
れ
ば
足
り
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
個
人
に
つ
い
て
均
等
割
の
外
に
所
得
割
を
課
し
て
い
る
の
比
べ
る
と
著
し
い
負
担
の
不
均
衡
が
あ
る
と
評
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
の

み
な
ら
ず
、
現
在
個
人
所
得
割
は
、
所
得
税
額
を
課
税
標
準
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
課
税
標
準
た
る
所
得

税
額
は
、
算
出
所
得
税
額
か
ら
配
当
所
得
の
百
分
の
二
十
五
を
控
除
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
配
当
所
得
に
つ
い
て
は
個
人
の
段
階

に
お
い
て
も
法
人
の
段
階
に
わ
い
て
も
課
説
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
か
く
て
一
に
は
か
か
る
配
当
所
得
に
対
し
て
課
税
す

る
狙
い
も
あ
り
、
か
た
が
た
個
人
と
法
人
と
の
間
の
課
税
上
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
こ
と
を
目
途
と
し
て
、
法
人
に
対
し
て
も
軽
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

の
所
得
割
を
課
税
す
る
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
明
か
な
よ
う
に
、
法
人
税
割
（
法
人
の
所
得
割
）
創
設
の
理
由
は
二
段
に
分
け
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

そ
の
一
は
、
個
人
所
得
割
に
お
い
て
課
税
洩
れ
と
な
っ
て
い
る
配
当
所
得
に
対
し
て
課
税
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
二
は
、
市
町
村

民
税
に
お
い
て
、
個
人
と
法
人
と
の
間
に
著
し
い
負
担
の
不
均
衡
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
に
法
人
税
剖
を
設

け
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
個
人
所
得
割
に
お
い
て
配
当
所
得
を
課
税
し
得
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
二
十
五
年
の
改
正
市
町
村
民
税
実
施
当

時
に
、
枠
く
も
そ
の
欠
陥
と
し
て
各
方
面
か
ら
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
も
こ
の
欠
陥
を
率
直
に
認
め
て
い
る
。

法
人
税
剖
が
こ
の
よ
う
な
個
人
所
得
割
で
課
税
洩
れ
と
な
る
配
当
所
得
に
課
税
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
限
り
、
そ
の
時
に
定
め

ら
れ
た
十
五
％
と
い
う
標
準
税
率
が
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
そ
れ
は
配
当
所
得
の
源
泉
課
税
と
み
る
こ
と



が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
国
税
体
系
に
お
け
る
現
行
法
人
税
が
、
株
主
に
関
す
る
個
人
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
観
念

さ
れ
る
の
と
同
様
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
法
人
そ
の
も
ｏ
を
独
立
の
租
税
主
体
と
し
て
課
税
す
る
も
の
で
は
な
い
と
言
い

得
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
そ
れ
は
個
人
所
得
割
の
課
税
標
準
と
し
て
第
一
方
式
す
な
わ
ち
所
得
税
額
を
採
る
場
合
に
隈
ら
れ
る
。
事
実
新

し
い
市
町
村
民
税
の
実
施
初
年
度
た
る
昭
和
二
十
五
年
度
に
は
、
第
一
方
式
の
み
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
上
述
の
よ
う
な
説
明

で
事
足
り
た
と
一
言
え
る
。
し
か
し
第
一
方
式
の
ほ
か
に
、
第
二
・
第
三
の
方
式
も
選
択
し
得
る
現
在
に
わ
い
て
は
事
情
を
異
に
す
る
。

　
し
ば
し
ば
述
べ
た
よ
う
に
、
第
二
方
式
は
課
税
総
所
得
金
額
（
総
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控
除
等
各
種
の
控
除
を
し
た
金
額
）
と
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
申
に
は
配
当
所
得
も
包
含
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
っ
て
、
．
こ
れ
を
課
税
標
準
と
し
て
個
人
所
得
税
を
課
す
る
場
合

に
は
、
配
当
所
得
は
課
税
洩
れ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
三
方
式
す
な
わ
ち
課
税
総
所
得
金
額
か
ら
所
得
税
額

を
控
除
し
た
金
額
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
か
く
て
法
人
税
割
創
設
の
当
時
に
政
府
当
局
が
弁
じ
た
上
記
の
論
処

は
、
第
一
方
式
に
つ
い
て
こ
そ
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
－
第
二
・
第
三
の
方
式
を
採
っ
た
場
合
（
事
実
第
一
方
式
以
外
に
、
第
二
・

第
三
の
方
式
、
と
り
わ
け
第
二
方
式
を
採
る
市
町
村
が
甚
だ
多
い
こ
と
既
述
の
通
り
で
あ
る
）
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
結
局
擬
制
説
の
立
場
に
立
つ
隈
り
、
法
人
税
割
創
設
の
根
拠
と
し
て
示
さ
れ
た
第
一
点
に
つ
い
て
、
一
貫
し
た
説
明
を

々
え
る
こ
と
は
至
難
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　
次
に
法
人
税
割
創
設
の
第
二
の
理
由
、
す
な
わ
ち
「
個
人
と
法
人
と
の
間
の
課
税
上
の
不
均
衡
」
と
い
う
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
場
合
課
税
上
の
不
均
衡
と
は
、
個
人
に
対
し
て
は
均
等
制
の
ほ
か
に
所
得
制
が
課
さ
れ
て
い
る
の

に
、
法
人
は
均
等
割
の
み
を
納
め
れ
ば
足
る
と
さ
れ
て
い
る
事
実
を
指
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
擬
制
説
の
立
場
を
貫
く
の
で
あ
れ
ば
、

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
が
塑
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
株
主
は
住
民
税
の
う
ち
の
所
得
的
要
素
に
よ
っ
て
、
配
当
所
得
を
受
取
る
と
き
、
ま
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た
は
株
式
を
売
却
し
て
譲
賛
所
得
を
実
現
す
る
と
き
に
課
税
を
受
け
る
」
　
（
尤
も
現
在
で
は
株
式
の
譲
渡
所
得
は
所
得
税
及
び
住
民

税
で
は
課
税
さ
れ
て
い
な
い
が
）
の
で
あ
る
か
ら
、
個
人
に
所
得
税
割
を
課
す
れ
ば
足
り
、
．
別
に
法
人
に
対
し
て
法
人
税
割
を
課
す

る
必
要
は
な
い
筈
で
あ
る
。
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
が
、
　
「
法
人
は
住
民
税
を
課
さ
る
べ
き
で
な
い
」
と
断
じ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ

る
。
強
い
て
法
人
税
割
を
課
す
る
根
拠
を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
個
人
所
得
割
に
お
い
て
配
当
所
得
が
課
税
洩
れ
に
な
っ
て
い

る
の
を
、
謂
わ
ば
課
税
技
術
上
の
便
宜
手
段
と
し
て
、
法
人
税
割
の
形
で
課
税
す
る
と
い
う
、
前
記
第
一
の
理
由
以
外
に
は
こ
れ
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
筈
で
あ
る
が
、
こ
の
第
一
の
理
由
す
ら
、
個
人
所
得
割
の
課
税
標
準
た
る
第
二
．
第
三
の
方
式
に
は
妥
当

し
な
い
こ
と
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
も
と
も
と
個
人
・
法
人
間
の
課
税
上
の
不
均
衡
是
正
と
い
う
こ
と
は
、
暗
々
裡
に
法
人
そ
の
も

の
を
独
立
の
租
税
主
体
と
見
な
し
、
個
人
と
法
人
と
を
対
立
的
に
考
え
て
い
る
証
左
と
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
す
で
に
擬
制
説
の
立

場
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
と
評
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
要
す
る
に
、
政
府
当
局
側
の
説
明
に
も
拘
ら
ず
、
擬
制
説
の
見
地
に
立
っ
限
り
、
法
人
に
住
民
税
を
課
す
る
根
拠
を
理
論
的
に
説

明
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
法
人
に
対
し
て
均
等
割
は
も
ち
ろ
ん
、
法
人
税
割
を
も
設
定
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
事
情
は
ど
こ
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
そ
れ
は
現
代
経
済
杜
会
に
お
け
る
株
式
会
杜
の
厳
然
た
る

独
立
の
存
在
並
び
に
そ
の
優
越
性
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
説
く
ま
で
も
な
く
、
資
本
主
義
経
済
の
現
段
階
に
お
い
て
は
、

大
多
数
の
株
式
会
社
は
こ
れ
に
出
資
し
た
個
々
の
株
主
の
意
思
や
能
カ
を
超
え
た
独
自
の
存
在
で
あ
り
、
謂
わ
ゆ
る
所
有
と
経
営
の

分
離
と
い
う
事
態
が
歴
然
と
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
亘
大
な
資
本
カ
を
擁
す
る
株
式
会
社
形
態
の
企
業
は
、
資
本
カ
の
弱
い
個
人

企
業
を
庁
倒
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
に
対
し
て
は
、
擬
制
説
の
見
地
に
立
つ
者
と
い
え
ど
も
眼
を
蔽
い
得
な
い
の
は
当
然

で
あ
っ
て
、
論
理
の
矛
盾
や
混
乱
を
冒
し
っ
つ
も
、
法
人
を
目
標
と
し
て
課
税
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、



法
人
を
目
し
て
、
　
「
与
え
ら
れ
た
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
個
人
の
集
合
」
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
と
擬
制
説
は
、
僅
か
に

個
人
的
色
彩
の
強
い
同
族
会
杜
に
妥
当
す
る
に
止
ま
り
、
そ
の
他
の
株
式
会
杜
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
無
理
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
法
人
に
対
す
る
住
民
税
の
課
税
理
由
も
、
擬
制
説
を
棄
て
去
り
、
あ
ら
た
め
て
実
在
説
の
立
場
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ

め
て
矛
眉
な
く
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
実
は
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
地
方
税
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
ぐ
、
国
税
の
領

域
に
わ
い
て
も
解
決
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
に
従
っ
て
昭
和
二
十
五
年
に
改
正
さ
れ
た
所
得
税

や
法
人
税
の
内
容
は
、
そ
の
後
の
相
次
ぐ
改
正
に
よ
っ
て
著
し
い
変
貌
を
遂
げ
、
法
人
税
に
お
け
る
積
立
金
課
税
の
廃
止
、
清
算
所

得
課
税
の
復
活
、
所
得
税
に
わ
け
る
有
価
証
券
譲
渡
所
得
の
綜
合
廃
止
等
序
、
勧
告
の
基
本
線
は
次
灸
に
崩
れ
て
き
た
。
い
ま
や
法

人
課
税
の
間
題
は
、
国
税
・
地
方
税
の
両
領
域
を
通
じ
て
再
検
討
を
必
要
と
す
る
段
階
に
到
達
し
て
い
る
。

　
次
に
法
人
に
対
す
る
住
民
税
の
負
担
関
係
に
つ
い
て
み
る
に
、
こ
こ
で
主
と
し
て
間
題
に
な
る
の
は
法
人
税
割
で
あ
る
。
法
人
税

割
が
実
質
上
法
人
税
の
附
加
税
に
他
な
ら
な
い
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
従
っ
て
法
人
税
の
持
つ
欠
陥
は
そ
の
ま
ま
法

人
税
割
の
上
に
再
現
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
法
人
税
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
税
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
各
種
の
減
免
措
置
で
あ

り
、
し
か
も
こ
れ
ら
減
免
措
置
の
恩
恵
に
事
実
上
均
藩
し
得
る
の
は
、
主
と
し
て
大
資
本
を
擁
す
る
有
カ
法
人
に
限
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ぱ
現
行
税
法
の
下
で
は
、
命
令
で
指
定
す
る
重
要
物
産
の
製
造
・
採
堀
叉
は
採
取
を
な
す
法
人
は
、
事
業
開
始
後
一
定
年

間
そ
の
所
得
に
対
す
る
法
人
税
を
免
除
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
法
人
が
そ
の
設
備
を
増
設
し
た
場
合
に
も
同
様
に
免
税
さ
れ
る
。
ま
た

貸
倒
準
備
金
・
価
格
変
動
準
備
金
・
退
職
給
与
引
当
金
・
輸
出
損
失
準
備
金
等
を
設
け
た
法
人
（
但
し
青
色
申
告
を
提
出
し
た
法
人

に
隈
る
）
が
、
こ
の
よ
う
な
準
備
金
叉
は
引
当
金
に
一
定
隈
度
内
で
繰
入
れ
た
金
額
は
損
金
に
算
入
さ
れ
、
税
負
担
を
著
し
く
軽
減

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
恩
典
に
浴
し
得
る
の
は
一
部
の
大
法
人
の
み
で
あ
っ
て
、
大
多
数
の
申
小
法
人
は
そ
の
圏
外
に
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置
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
法
人
税
の
税
率
は
、
形
の
上
で
は
一
様
に
四
十
二
％
で
あ
る
と
し
て
も
、
謂
わ
ゆ
る
実
効
税
率
を
考
え
る
と

き
は
、
そ
こ
に
非
常
な
開
き
を
生
ず
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
点
だ
け
か
ら
み
て
も
、
今
日
の
税
法
は
大
資
本
に
有
利
な
機
構
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
法
人
税
の
附
加
税
た
る
実
質
を
持
つ
法
人
税
割
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
、
大
法
人
と
申
小
法
人

と
の
間
に
著
し
い
負
担
の
不
公
平
を
齋
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
序
な
が
ら
、
事
業
税
に
つ
い
て
も
同
様
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
）
。

（
註
）
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
に
よ
れ
ぱ
、
　
「
法
人
は
擬
人
で
あ
り
、
・
…
：
与
え
ら
れ
た
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
個
人
の
集
合
で
あ
る
」
一
（
日
本

　
税
制
報
告
書
、
第
一
編
第
六
章
Ａ
節
）
。

○
　
前
掲
報
告
書
、
第
二
編
第
十
一
章
参
照
。

２
）
　
岡
冊
純
夫
、
「
市
町
村
民
税
」
　
（
白
治
研
究
、
二
十
五
年
十
月
臨
時
増
刊
号
）
一
〇
六
－
七
頁
。

３
）
荻
田
保
、
地
方
財
政
講
義
（
下
）
、
三
〇
頁
。

の
　
鈴
木
俊
一
、
　
「
地
方
税
制
改
正
の
概
要
」
　
（
財
政
、
二
十
六
年
五
号
）
、
四
九
頁
。
．

四
、
む

す
　
　
び

　
以
上
現
行
住
民
税
の
問
題
点
を
、
個
人
の
場
合
と
法
人
の
場
合
と
に
分
け
て
一
応
の
省
察
を
試
み
た
。
も
と
よ
り
作
民
税
に
関
す

る
問
題
点
の
す
べ
て
を
と
り
あ
げ
た
訳
で
は
な
く
、
ま
た
論
じ
て
尽
し
得
な
い
と
こ
ろ
が
少
く
な
い
。
し
か
し
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ

だ
け
に
よ
っ
て
も
、
そ
こ
に
包
蔵
さ
れ
る
幾
多
の
不
合
理
・
不
公
、
平
を
明
か
に
し
た
っ
も
り
で
あ
る
。
い
ま
こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、

個
人
に
対
す
る
住
民
税
は
、
そ
の
本
質
に
わ
い
て
人
吸
税
と
所
得
税
附
加
税
と
の
混
合
物
に
他
な
ら
ず
、
所
得
税
の
持
っ
諸
欠
陥
を

反
映
し
て
大
衆
課
税
の
色
彩
を
濃
厚
に
帯
ぴ
て
い
る
こ
と
、
法
人
に
対
す
る
住
民
税
も
、
資
本
の
優
遇
に
偏
し
た
法
人
税
の
特
質
を

再
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
課
税
の
根
拠
に
関
す
る
政
府
当
局
筋
の
説
明
に
は
多
く
の
矛
盾
と
混
乱
が
認
め
ら
れ
る
、
し
と
、
等
の

諸
点
に
帰
着
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
住
民
税
に
存
す
る
不
合
理
・
不
公
平
を
い
か
に
し
て
排
除
す
べ
き
か



と
い
う
点
に
な
る
と
、
問
題
は
決
し
て
簡
単
で
な
い
。
そ
れ
は
単
に
住
民
税
の
内
容
を
あ
れ
こ
れ
と
修
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決

さ
れ
得
べ
き
性
質
の
も
の
で
な
い
。
こ
の
場
合
ま
ず
も
っ
て
、
住
民
税
の
内
容
を
強
く
左
右
し
て
い
る
所
得
税
や
法
人
税
に
っ
い
て
、

そ
の
欠
陥
を
除
去
す
る
必
要
が
あ
ら
う
が
、
し
か
し
そ
れ
は
直
ち
に
申
央
・
地
方
に
わ
た
る
税
制
一
般
、
さ
ら
に
は
経
費
乃
至
財
政

規
模
の
問
題
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
道
府
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
湖
っ
て
府
県
の
性
格
や
規
模
を
い
か
に
す
べ

き
か
、
と
い
う
地
方
制
度
の
根
本
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
間
題
の
波
及
す
る
と
こ
ろ
は
極
め
て
広

汎
に
わ
た
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
場
合
、
何
等
か
の
思
い
切
っ
た
改
革
を
企
図
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
実
現
の
可
能
性
に
至
っ

て
は
、
今
日
の
政
治
的
・
経
済
的
諸
条
件
の
下
で
は
、
直
ち
に
大
き
な
障
壁
に
突
き
当
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
住
民

税
と
い
う
一
地
方
税
の
間
題
も
、
そ
れ
に
関
連
す
る
複
雑
な
線
を
た
ど
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
究
極
的
に
は
現
代
に
わ
け
る
経
済
並
び

に
政
治
の
根
本
機
構
の
持
つ
諸
矛
盾
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

庄
　
民

税
論
（
藤
谷
）

．
五
七
（
八
二
九
）


